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ルート図

一日目 12 ： 30

19 ： 30

二日目 06 ： 50

7.5km 07 ： 45

1308m↑ 11 ： 55

51m↓ 13 ： 30

14 ： 55

15 ： 20

三日目 05 ： 45

12.9km 09 ： 45

218m↑ 13 ： 30

四日目 05 ： 50

　 8.6km 07 ： 10

407m↑ 08 ： 45

　 1536m↓ 10 ： 25

12 ： 20

15 ： 00

20 ： 50

山行記録

山行中のトラブル

その他感想等 

燕岳～大天井岳～常念岳 山行報告書

 一ノ沢登山口着(1321ｍ)

 入浴・昼食後出発

　今期らいちょう班最大の目標、北アルプスパノラマ銀座の山行、無事終
了出来ました。台風も近づき怪しい天候ではありましたが、こうも次々と
台風が発生するようでは1週間待っても同じと決断。三日の山行のうち、雨
に有ったのは初日の第三ベンチからと、最終日の残り30分程度。秋晴れと
は言えませんが、早朝には雲も無く、正にアルプスのパノラマを満喫出来
ました。
　ちなみに今回の歩行距離計29.0km 初日高度差1308m 最終日高度差1536ｍ
　歩数計65,860歩(21,030+23,780+21,050)でした。

　行程も長い縦走と経験不足から、時間管理が難しい。地図上では「大下
りの頭・切通岩・東大天井岳」とあるが、道標等無く、つい東大天井岳と
常念岳を間違えてしまい、時間配分から二日目の常念岳登頂を残念した。
結果早朝の「穂高連峰・槍ヶ岳」を満喫出来たので、結果オーライか？

　細かなアップダウンの繰り返しが次第にダメージになっていく。これか
ら歩く道、今まで歩いてきた道が前後に繋がっている。アルプスの屏風を
横目に、何と大きな自然のなかで、ちっぽけな蟻ほどの歩きで、一日歩い
ている。何と幸せな時間でしょう。山小屋から山小屋迄の縦走は初めての
経験ですが、やみつきになりそうです。三日目7：00常念岳山頂からのパノ
ラマは、もう下山時にはガスが出だしていました。唐松岳に続いて幸運に
も恵まれていました。
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北アルプス 登山方法

　燕岳(2763m)～大天井岳(2922m)～常念岳(2857m)
　パノラマ銀座を満喫する

会山行

氏名

３

山行報告書提出日

ハイキング

山　行　期　間 ２０２３ ９

報告書記入者２０２３ ９

山 行 目 的 他
山行区分

山 名 ・ 山 域

氏名任務

会計 　Ｓさん

記録

　Kamisan

　Ｉさん

ＳＬ

氏名

時 刻 場　　所

 岩出図書館駐車場出発

 あずみ野温泉ﾎﾃﾙ着－宿泊

 常念坊で中房温泉行バス乗車

　Ｇさん

 岩出図書館駐車場着－解散

 常念岳山頂(2857m)

 常念小屋(2461m)より下山開始

 笠原沢出合

 中房温泉着(1455m)支度後出発

 合戦小屋(2488m)昼食

 常念小屋(2461m)着－宿泊

 常念小屋(2461m)出発

 燕山荘(2704m)着－手続

 燕岳山頂(2763m)

 燕山荘(2704m)帰－宿泊

 燕山荘出発

 大天井岳山頂(2922m) 行動食

任務 氏名

自主山行公開山行

主催グループ

その他山行

らいちょう
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↑中房温泉から出発 ↑合戦小屋でお約束のスイカ ↑燕岳お約束のイルカ岩

↑ガス晴れて燕岳が姿現す ↑槍ヶ岳(小槍がハッキリ見える) ↑大天井岳への岩場（切通岩？）

↑今回のらいちょう親 ↑らいちょうのヒナ ↑これから歩く道がハッキリ

　
今

↓穂高連峰と槍ヶ岳 ↑常念岳山頂より燕岳･大天井岳 ↑東大天井から常念岳 ↑歩いてきた道

出会った花

　行程も長い縦走と経験不足から、時間管理が難しい。地図上では「大下りの頭・切通岩・東大天井岳」とあるが、道標等無く、つい東大天井岳と常念岳を間違えてしまい、時間配分から二日目の常念岳登頂を残念した。結果早朝の「穂高連峰・槍ヶ岳」を満喫出来たので、結果オーライか？← ↙ ↓
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燕岳～大天井岳～常念岳　山行写真
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